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問題１（生物とは）
[bookmark: _Hlk205911043]ウイルスを生物と非生物の中間の存在とする説がありますが、その根拠となるのは次のうちどれか？

2　ウイルスは生存するために必要な化学反応のしくみを持っていないから
3　ウイルスは自分で体内の状態を一定に保つしくみを持っていないから
4　ウイルスは自己増殖することができないから
5　ウイルスは他生物の体内でしか生存できないから

問題２（生物の代謝）
生物の代謝のうち、同化・異化・消化に関わる語の組合せのうち、正しいものはどれか。

１　消化管で酵素を使って炭水化物をブドウ糖に分解する		同化
２　体内でグリコーゲンを分解してグルコースを作る		異化
３　体内でグルコースを合成してグリコーゲンを作る		消化
４　低分子の物質から高分子の物質を作る			異化

問題３（生物の定義）
生物の定義に関する記述として間違っているのはどれか。

１　外界と個体を仕切る膜を細胞壁という。
２　生きるために必要な化学反応のしくみを代謝という。
３　体内の状態を一定に保つことを恒常性という。
４　自分の複製を作ることを生殖という。

問題４（無性生殖）
次の無性生殖の説明のうち、正しいものはどれか。

１　無性生殖の分裂とは、体の一部を成長させ分離させて増殖すること
２　無性生殖の出芽とは、１個体から二つに分かれて増殖すること
３　無性生殖の胞子生殖とは、酵母などが胞子をまいて増殖すること
４　無性生殖の栄養生殖とは、植物の一部分が成長し増殖すること

問題５（無性生殖）
次の生物の生殖について、正しい組合せはどれか。

１　分裂	サンゴ・酵母菌
２　出芽	カビ・ワカメ
３　接合	コケ・シダ
４　栄養	イチゴのランナー・挿し木


問題６（生物分類）
生物分類の五界説について、正しいものはどれか。

１　細菌は細胞に核を持たず細胞壁があり、大腸菌や酵母菌が含まれる
２　細胞に核をもつ生物を原核生物という
３　菌類は細胞壁があるが光合成はしない。キノコ・カビ類が含まれる
４　水中で光合成を行う藻類（ワカメ・コンブ）は植物界に含まれる。

問題７（植物）
次の植物に関する記述として、間違っているものはどれか。

１　植物は、二酸化炭素と水を取り込み、光エネルギーを利用して光合成を行ってエネルギーを得ている。
２　植物は炭水化物だけでなく、アミノ酸、脂質も作っている。
３　人間は、植物の代謝化合物を薬物、香辛料、芳香剤、色素などとして生活に取り入れている。
４　植物は、従属栄養生物で無機質から有機質（炭素を含む化合物）を作り出している。

問題８（動物の器官）
臓器と器官の組合せのうち正しいものはどれか

１　肝臓		消化器
２　リンパ管		内分泌系
３　腎臓		循環器
４　甲状腺		生殖器

問題９（イヌとネコの進化）
イヌとネコの進化について次の文章中の（　イ　）～（　ハ　）の中に入る語句として適切なのはどれか。

イヌのネコの祖先は共通とされており、約6500～4800万年前に木の上で暮らしていた小型肉食動物でミアキスと呼ばれています。
草原に出たミアキスはやがて（　イ　）に進化し、森に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させ（　ロ　）に進化したとされています。
イヌの祖先の（　イ　）は実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉、草食動物の内臓（植物成分含む）を食べる雑食です。ネコの祖先の（　ロ　）は、狩りが得意で、ネズミ、鳥、爬虫類、昆虫、カエルなどを食べる（　ハ　）です。

イ			ロ			ハ
１	ハイエナ		イタチ			完全肉食
２	ハイエナ		リビアヤマネコ		雑食
３	オオカミ		イタチ			雑食
４	オオカミ		リビアヤマネコ		完全肉食

問題１０（動物と栄養）
主な栄養とその役割を示す以下の表の（　イ　）～（　二　）に入る栄養素の組合せとして正しいものはどれか。

	
	（　イ　）
	（　ロ　）
	（　ハ　）
	（　ニ　）
	ビタミン

	エネルギー素
	
	○
	○
	○
	

	構成素
	○
	○
	○
	
	

	調整素
	○
	○
	
	
	○



イ		ロ		ハ		ニ
１	脂質		糖質		ミネラル	タンパク質
２	タンパク質	糖質		脂質		ミネラル
３	糖質		タンパク質	ミネラル	脂質
４	ミネラル	タンパク質	脂質		糖質

問題１１（タンパク質）
タンパク質に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　タンパク質には、大豆や小麦などの植物に含まれる植物性タンパク質と、肉や魚・卵や乳製品などに含まれる動物性タンパク質がある。
２　胃液、膵液、小腸から出る消化酵素でタンパク質（プロテイン）はアミノ酸に分解され小腸から吸収される。
３　自分の身体の中で合成できないアミノ酸は食物から摂取するしかないので、必須アミノ酸という。
４　ネコは、アスパラギン酸とタウリンをフードで補う必要がある。

問題１２（糖質）
糖質に関する語句の組合せのうち、不適切な組合せは次のうちどれか。

１　ブドウ糖		グルコース
２　果糖		ガラクトース
３　糖質		炭水化物
４　ショ糖		ブドウ糖＋果糖



問題１３（糖質・脂質）
糖質・脂質に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　食物繊維は炭水化物に含まれるが、ネコは消化酵素で分解できないので吐出する。
２　草食動物は、食物繊維を腸内細菌で発酵させ脂質に分解する。
３　脂質は、余ったセルロースをさらに分解し中性脂肪を作りエネルギーの貯蔵をしたものである。
４　脂質は、皮膚や羽毛、脳や神経組織、血管やホルモンなど身体を作るために使われる。

問題１４（口腔）
次の口腔に関する記述のうち、正しいものはどれか。

１　イヌやネコは唾液に消化酵素を含んでいるため、よく咀嚼をする。
２　ヤギやブタは、唾液中にでんぷん消化酵素を含まない。
３　イヌの前臼歯は16本、後臼歯は10本である。
４　ネコの前臼歯は12本、後臼歯は6本である。

問題１５（食道）
次の食道に関する記述のうち、間違っているものはどれか。

１　イヌやネコの食道は自分の意思で動かすことができる筋肉（横紋筋）でできている。
２　イヌの食道は全て横紋筋だが、ネコの食道は3分の１が横紋筋なので、ネコの方が食物を胃に送る力が弱い。
３　食道で食べ物がつまったり異物があったりする時、イヌやネコは食道の筋肉を収縮させて勢いよく吐き出す吐出をする。
４　胃の内容物を吐くことを嘔吐といい、腹筋と横隔膜を収縮させて行うので吐く前にお腹が大きく動く予兆がある。

問題１６（胃）
胃に関する記述のうち、間違っているものはどれか。

１　胃は、食物を一時的に保管する
２　胃酸は、食物に付いた細菌やウイルスを殺菌する
３　消化酵素（ペプシン）で脂肪をポリペプチドに分解する
４　胃酸から胃の粘膜を守るため粘液が出される



問題１７（十二指腸）
次の十二指腸に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　十二指腸では、膵臓で作られる膵液や肝臓で作られ胆嚢に貯められていた胆汁が出される。
２　胆汁は、水に溶けた脂肪を大きな粒にして水と分離する。
３　膵液に含まれる消化酵素のうち、トリプシンはでんぷんの分解をする。
４　膵液に含まれる消化酵素のうち、アミラーゼはポリペプチドの分解をする

問題１８（小腸）
小腸に関する記述のうち、不適切なものは次のうちどれか。

１　小腸は、消化と吸収を行うほか細菌やウイルスの体内侵入をブロックする免疫機能を持っており、免疫細胞の約5割が小腸に集まっている。
２　小腸での消化は、腸液中のマルターゼが麦芽糖をグルコースに分解し、腸液中のペプチダーゼがポリペプチドをアミノ酸に分解する。
３　空腸や回腸の腸壁は絨毛があり、グルコースやアミノ酸を吸収し毛細血管から門脈に送られたあと、肝臓に入る。
４　脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、絨毛から吸収された後、門脈に送られ肝臓に入る。

問題１９（大腸）
大腸内の腸内細菌に関する記述のうち、適切なものは次のうちどれか。

１　腸内細菌のうち健康によい影響を与えるものを善玉菌といい、大腸菌・ブドウ球菌がある。
２　腸内細菌のうち健康に悪い影響と与えるものを悪玉菌としい、ビフィズス菌・乳酸桿菌がある。
３　腸内の環境によって有益にも有害にもなる腸内細菌を日和見菌といい、腸球菌がある。
４　イヌの腸内細菌は善玉菌が多く、ネコの腸内細菌は悪玉菌が多い。

問題２０（消化器附属臓器）
次の臓器に関する記述のうち、間違っているものはどれか。

１　肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するなどダメージを受けやすく、自己再生能力がないため内臓の中で最も大きい。
２　胆嚢は、肝臓で作られた胆汁を貯蔵しており、食物が十二指腸を通るときに収縮して胆汁を出し脂肪の消化や脂溶性ビタミンの吸収を助ける。
３　膵臓は、タンパク質・脂肪・糖質を消化するための膵液を作るほか、血液中の糖分の調整をするホルモンを作る。
４　脾臓は、古くなった赤血球を破壊・除去するほか、リンパ球を生成する免疫器官としての機能を持っている。


問題２１（黄疸）
目の白目や皮膚が黄色くなる黄疸の原因物質はなにか。

１　メラトニン
２　ビリルビン
３　メラニン
４　ネフロン

問題２２（膵臓）
膵臓に関する記述中の（　イ　）～（　ニ　）の中に入る語句の組合せとして適切なものは次のうちどれか。

膵臓は、消化酵素を含む膵液を作るほか、血液中の血糖値の調整をするホルモンを作ります。
膵臓の内部にあるランゲルハンス島の（　イ　）β細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモンである（　ロ　）インスリンを作ります。ランゲルハンス島の（　ハ　）α細胞は、血液中の血糖値を上げるホルモンである（　ニ　）グルカゴンを作ります。

イ		ロ		ハ		ニ
１	α		インスリン	β		グルカゴン
２	α		グルカゴン	β		インスリン
３	β		インスリン	α		グルカゴン
４	β		グルカゴン	α		インスリン

問題２３（腎臓）

[image: 透析について 腎臓の構造と働き | 医療法人社団 醫光会 赤城クリニック]
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上図において腎臓の各部の名称の組み合わせとして正しいものはどれか。

イ		ロ		ハ		ニ
１	ボウマン嚢	糸球体		尿細管		集合管
２	ボウマン嚢	ネフロン	ヘンレループ	尿細管
３	糸球体		ボウマン嚢	尿細管		ネフロン
４	ネフロン	糸球体		集合管		ボウマン嚢

問題２４（糸球体）
腎臓の糸球体に関する記述のうち、適切なものはどれか。

１　糸球体では、赤血球や白血球などの血球や大きなタンパク質は血管からにじみ出る。
２　糸球体では、水分や水に溶けているナトリウム、尿素、グルコースなどは血管に残される。
３　糸球体でにじみ出た物質は腎盂に集められる。
４　ボウマン嚢に集まった液体を原尿といい、尿細管で必要な物質が再吸収される。

問題２５（ネフロン）

[image: ]










図は腎臓のネフロンを示す。ネフロンに関する記述のうち、適切なものはどれか。

１　イヌ・ネコやヒトは、ネフロンで原尿の99％が再吸収され、残りの１％が尿として排出されている。
２　近位尿細管では、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収して尿を濃縮している。
３　遠位尿細管では、ナトリウム、カリウム、水、グルコース、アミノ酸などを再吸収している。
４　イヌはネコより近位尿細管が細く長いためたくさんの水分が吸収できるが、詰まりやすい。

問題３７（尿路結石）
尿路結石に関する記述のうち、不適切なものはどれか。

１　尿石には、カルシウム由来のシュウ酸カルシウムとマグネシウム由来のストルバイトがよくみられる。
２　イヌは腎臓にシュウ酸カルシウムの結石ができやすい。
３　腎臓から膀胱までを上部尿路といいシュウ酸カルシウムが発生しやすい。
４　膀胱や尿道を下部尿路といいストルバイトが発生しやすい。
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問題１　解答３
１　ウイルスは生存するために必要な化学反応のしくみを持っています
２　ウイルスは自分で体内の状態を一定に保つしくみを持っています
３　ウイルスは自己増殖することができません。
４　ウイルスは体内でなくても生存できます。他生物の体内でしか生存できない生物を内生生物といいます。細菌類や寄生虫の一部などがあります。

問題２　解答２
同化は、体内で低分子物質から身体に必要な高分子の物質をつくることです。異化は、体内で高分子物質を分解して低分子の物質をつくります。その際エネルギーを得ます。消化は、消化管の中で消化酵素により高分子物質を低分子物質に分解します。
１　消化管で酵素を使って炭水化物をブドウ糖に分解する		消化
３　体内でグルコースを合成してグリコーゲンを作る		同化
４　低分子の物質から高分子の物質を作る			同化

問題３　解答１
１　外界と個体を仕切る膜を細胞膜という。細胞壁は、植物、菌類、細菌の細胞の最も外側をおおう膜です。

問題４　解答４
１　無性生殖の分裂とは、１個体から二つに分かれて増殖すること
２　無性生殖の出芽とは、体の一部を成長させ分離させて増殖すること
３　無性生殖の胞子生殖とは、カビやキノコなどが胞子をまいて増殖すること。酵母菌は胞子をまかず出芽で増殖する。

問題5　解答４
１　分裂	サンゴ・酵母菌は出芽。分裂はアメーバーやゾウリムシ。
２　出芽	カビ・ワカメは胞子生殖。出芽はヒドラ、サンゴ、酵母菌。
３　接合	コケ・シダは胞子生殖。接合はゾウリムシや藻類。

問題６　解答３
１　細菌は細胞に核を持たず細胞壁があり、大腸菌が含まれる。酵母菌は菌類に含まれる。
２　細胞に核をもつ生物を真核生物という
４　水中で光合成を行う藻類（ワカメ・コンブ）は原生生物界に含まれる。


問題７　解答４
４　植物は、独立栄養生物で無機質から有機質（炭素を含む化合物）を作り出している。従属栄養生物は動物のように、無機質から有機質を生み出すことができないため、独立栄養生物を摂取する必要がある。

問題８　解答1
２　リンパ管		循環器
３　腎臓		泌尿器
４　甲状腺		内分泌系

問題９　解答４
イヌのネコの祖先は共通とされており、約6500～4800万年前に木の上で暮らしていた小型肉食動物でミアキスと呼ばれています。
草原に出たミアキスはやがてオオカミに進化し、森に残ったミアキスは聴覚や平衡感覚を発達させリビアヤマネコに進化したとされています。
イヌの祖先のオオカミは実は狩りが得意ではなく、飢えをしのぐためにキノコや腐肉、草食動物の内臓（植物成分含む）を食べる雑食です。ネコの祖先のリビアヤマネコは、狩りが得意で、ネズミ、鳥、爬虫類、昆虫、カエルなどを食べる完全肉食です。

問題10　解答４

	
	ミネラル
	タンパク質
	脂質
	糖質
	ビタミン

	エネルギー素
	
	○
	○
	○
	

	構成素
	○
	○
	○
	
	

	調整素
	○
	○
	
	
	○



問題１１　解答４
４　ネコは、アルギニンとタウリンをフードで補う必要がある。アスパラギン酸は体内で合成できる不必須アミノ酸。

問題１２　解答２
２　果糖	フルクトース

問題１３　解答４
１　食物繊維は炭水化物に含まれるが、ネコは消化酵素で分解できないのでそのまま便として排出する。
２　草食動物は、食物繊維を腸内細菌で発酵させ糖質に分解する。
３　脂質は、余ったグルコースをさらに分解し中性脂肪を作りエネルギーの貯蔵をしたものである。


問題１４　解答３
１　イヌやネコは唾液に消化酵素を含まず、食物を丸呑みする。
２　ヤギやブタは、唾液中にでんぷん消化酵素（アミラーゼ）を含むためよく咀嚼をして消化させる。
４　ネコの前臼歯は10本、後臼歯は4本である。

問題１５　解答２
２　イヌの食道は全て横紋筋だが、ネコの食道は3分の2が横紋筋、３分の１が平滑筋（自分の意思で動かすことができない筋肉）なので、ネコの方が食物を胃に送る力が弱い。

問題１６　解答３
３　消化酵素（ペプシン）でタンパク質をポリペプチドに分解する

問題１７　解答１
２　胆汁は、水に溶けない脂肪を分解して細かな粒にして水と混ぜ合わせる。
３　膵液に含まれる消化酵素のうち、アミラーゼはでんぷんの分解をする。
４　膵液に含まれる消化酵素のうち、トリプシンはポリペプチドの分解をする

問題１８　解答４
４　脂肪を分解した脂肪酸やモノグリセリドは、水（血液）に混ざりにくいのでリンパ小節から吸収されてタンパク質と結合した後、リンパ管に送られる。

問題１９　解答３
１　腸内細菌のうち健康によい影響を与えるものを善玉菌といい、ビフィズス菌・乳酸桿菌がある。
２　腸内細菌のうち健康に悪い影響と与えるものを悪玉菌としい、大腸菌・ブドウ球菌がある。
４　イヌの腸内細菌は善玉菌の乳酸桿菌が多く、ネコの腸内細菌は日和見菌の腸球菌が多い。

問題２０　解答１
１　肝臓は、身体中の毒素や老廃物を化学的に処理し無毒化するなどダメージを受けやすいため、自己再生能力を持っている。

問題２１　解答２

１　メラトニンは、脳の松果体から分泌されるホルモンで睡眠・覚醒のリズムを調整する。
３　メラニンは、皮膚、毛髪、目の色を決める色素で、紫外線から肌や細胞を守る働きをする。
４　ネフロンは、腎臓内部の糸球体・尿細管・集合管を含む機能的単位で、体内の老廃物を濾過して尿を作る。



問題2２　解答３
膵臓は、消化酵素を含む膵液を作るほか、血液中の血糖値の調整をするホルモンを作ります。
膵臓の内部にあるランゲルハンス島のβ細胞は、血液中の血糖値を下げるホルモンであるインスリンを作ります。ランゲルハンス島のα細胞は、血液中の血糖値を上げるホルモンであるグルカゴンを作ります。

問題２３　解答３

問題２４　解答４
１　糸球体では、赤血球や白血球などの血球や大きなタンパク質は血管に残される。
２　糸球体では、水分や水に溶けているナトリウム、尿素、グルコースなどがにじみ出る。
３　糸球体でにじみ出た物質はボウマン嚢に集められる。

問題２５　解答１
２　近位尿細管では、ナトリウム、カリウム、水、グルコース、アミノ酸などを再吸収している。
３　遠位尿細管では、ナトリウム、水の再吸収をして集合管で再び水を吸収して尿を濃縮している。
４　ネコはイヌより近位尿細管が細く長いためたくさんの水分が吸収できるが、詰まりやすい。

問題２６　解答２
２　ネコは腎臓にシュウ酸カルシウムの結石ができやすい。
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